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試験研究事例 受託研究 

ウールの新しいプリーツ加工 支援先 

株式会社南海プリーツ 

 

【開発の目的】 
従来法であるシロセット液な

ど加工剤(還元剤)を用いた還元

酸化の可逆的反応を利用したも

のでなく，水分付与と加熱するこ

とで起こる不可逆的反応を利用

し，プリーツ加工を行います。 

加工剤を使用せず加工を施す

ことが可能になるため，環境汚染

の問題を軽減でき，消費者へも安

心安全な新しいプリーツ加工と

して実用化を目指します。 

 

【研究内容と分担】 
①プリーツ加工用真空釜を使用した加工処理条件の設定【南海プリーツ】 

・水分付与率 

・処理時間，加圧減圧回数 等 

②プリーツ加工における効果の検証【繊維工業指導所】 

・プリーツ保持性 

・折りたたみシワの回復性 

③プリーツ加工前後の物性の変化【繊維工業指導所】 

・引張強伸度 

・折り目摩耗強度 

 
 
【研究結果】 

 
 

加工条件によっては，セット回数，加工時間を従来より短縮させても実用化出来る可能性があり，

還元剤を水に置き換えること，また加工時間の短縮によりコストカットにもつながることが検証さ

れました。 

表１ 試験結果 
 加工工程 セット 1 セット 2 セット 3 

 水分付与率 A% B% C% A% B% C% A% B% C% 

学生服スカート用生地 プリーツ保持性 △* ○ ○ △* △* △* △* △* △* 

引張強伸度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

折り目摩耗強度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

防シワ率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

未染色未加工布 プリーツ保持性 △ △ △ △ △ △ △* △* △* 

引張強伸度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

折り目摩耗強度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

防シワ率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：従来法と比較して同等 △：従来法と比較して劣る  △*：開角度 1)65度以内 
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図２ 試料：学生服スカート用
生地（紺地） 
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図１ 加工工程における従来法との違い 

還元剤不使用 

加工時間の短縮 

4． 薬剤噴霧 

1． 生地の裁断 

2． 型紙の作製 

3． 縫   製 

5． 生地入れ 

6． 試料を固定 

7． 蒸熱処理 

8． 乾   燥 

1)JISL1060A-2 法（糸開角度法）により，プリーツ線を中心に左右に 20mm の長さの試験糸を山折箇所及び谷折箇所から各 5 本採

取し，非イオン界面活性剤 1g/lを含む水溶液中に 2分間浸漬した後，開角度を測定した。 


